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校
友
会
広
島
支
部
（
福
田

義
彦
支
部
長

昭
40
経
済
）

の
会
員
が
６
月
７
日
に
開
催

さ
れ
た
「
ご
み
ゼ
ロ
・
ク
リ

ー
ン
ウ
ォ
ー
ク
」（
き
れ
い

な
ひ
ろ
し
ま
・
ま
ち
づ
く
り

市
民
会
議
主
催
）
に
参
加

し
、
母
校
の
Ｐ
Ｒ
に
一
役
買

っ
た
。

　
校
友
会
は
18
回
目
の
参
加

と
な
り
校
友
会
員
（
17
人
）

と
育
友
会
員
（
10
人
）
と
合

同
で
の
参
加
は
今
年
で
２
回

目
。
合
わ
せ
て
27
人
の
会
員

が
参
加
し
、
平
和
記
念
公
園

噴
水
前
を
約
１
時
間
、
ご
み

や
空
き
缶
な
ど
を
集
め
交
流

を
深
め
な
が
ら
イ
ベ
ン
ト
を

盛
り
上
げ
、
地
域
社
会
に
貢

献
し
た
。

　
校
友
会
の
福
田
支
部
長

は
、「
校
友
会
と
育
友
会
が

オ
ー
ル
専
修
で
一
致
団
結
で

き
る
場
で
あ
り
、
参
加
人
数

を
も
っ
と
増
や
し
て
い
き
た

い
」
と
意
気
盛
ん
だ
。
ま

た
、
育
友
会
広
島
支
部
副
支

部
長
の
吉
岡
加
代
さ
ん
（
経

済
４
の
保
護
者
）
は
「
校
友

会
の
方
々
と
の
交
流
は
心
強

く
、
と
て
も
良
い
機
会
で

す
。
来
年
は
も
っ
と
参
加
者

を
増
や
し
て
い
き
た
い
」
と

笑
顔
で
語
っ
た
。

　
こ
の
「
ご
み
ゼ
ロ
・
ク
リ

ー
ン
ウ
ォ
ー
ク
」
は
今
年
で

34
回
目
。
被
爆
70
周
年
の
節

目
の
年
を
迎
え
る
広
島
市
内

11
カ
所
の
出
発
地
点
か
ら
20

の
コ
ー
ス
に
分
か
れ
、
旧
広

島
市
民
球
場
跡
地
を
ゴ
ー
ル

に
清
掃
す
る
活
動
。
今
回
は

市
民
・
企
業
・
大
学
関
係
者

約
６
５
０
０
人
が
参
加
し

た
。

口
が
減
り
始
め
る
。
何
と
か

専
修
大
学
に
優
秀
な
学
生
を

招
き
入
れ
た
い
」
と
語
り
、

来
年
度
か
ら
始
ま
る
奨
学
金

制
度
を
紹
介
し
た
。

　
石
巻
専
修
大
学
の
坂
田
隆

学
長
は
東
日
本
大
震
災
後
の

校
友
会
の
支
援
に
感
謝
を
述

べ
、
学
生
寮
整
備
や
カ
リ
キ

ュ
ラ
ム
改
定
な
ど
の
取
り
組

み
を
挙
げ
、
一
層
の
支
援
を

呼
び
か
け
た
。

　
本
多
英
夫
育
友
会
長
（
昭

57
商
）
の
発
声
で
乾
杯
。
参

加
者
は
近
況
を
報
告
し
合
っ

た
り
、
母
校
へ
の
熱
い
思
い

を
語
り
合
っ
た
り
し
て
い

た
。

　
体
育
会
優
秀
選
手
・
団
体

の
紹
介
で
は
、
り
り
し
い
後

輩
の
姿
に
目
を
細
め
る
校
友

も
。
特
に
東
都
大
学
野
球
春

季
リ
ー
グ
で
26
年
ぶ
り
に
専

大
を
優
勝
に
導
い
た
齋
藤
正

直
監
督
（
昭
58
経
済
）
が
壇

上
に
立
つ
と
、「
よ
く
や
っ

た
！
」
と
会
場
が
大
歓
声
に

包
ま
れ
た
。

　
香
港
か
ら
参
加
し
た
溝
口

鐡
一
郎
さ
ん
（
昭
40
法
）
は

「
年
に
一
度
、
同
窓
生
の
が

ん
ば
り
を
確
認
す
る
場
。
専

大
は
い
い
大
学
だ
」
と
し
み

じ
み
。
サ
ッ
カ
ー
部
マ
ネ
ジ

ャ
ー
だ
っ
た
細
井
琴
音
さ
ん

（
平
27
経
済
）
は
「
校
友
会

　
２
０
１
５
年
度
校
友
会
定

時
総
会
が
７
月
５
日
、
東
京

都
新
宿
区
の
京
王
プ
ラ
ザ
ホ

テ
ル
で
あ
り
、
校
友
や
大
学

関
係
者
ら
約
３
４
０
人
が
親

交
を
深
め
た
。

　
物
故
者
へ
の
黙
と
う
に
続

き
、
新
会
長
に
就
任
し
た
小

宮
多
喜
次
氏
（
昭
40
法
）

が
、
野
球
部
は
じ
め
さ
ま
ざ

ま
な
現
役
生
の
活
躍
に
触
れ

「
新
聞
に
専
大
と
出
る
だ
け

で
う
れ
し
い
か
ぎ
り
。
活
躍

が
さ
ら
に
続
く
よ
う
校
友
と

し
て
何
が
で
き
る
か
考
え
て

い
き
た
い
」
と
あ
い
さ
つ
し

た
。

　
日
髙
義
博
理
事
長
は
「
専

修
大
学
創
立
１
４
０
年
に
向

け
て
、
キ
ャ
ン
パ
ス
に
力
を

持
た
せ
な
く
て
は
い
け
な

い
。
我
々
に
力
を
与
え
て
も

ら
い
た
い
」と
呼
び
か
け
た
。

　
矢
野
建
一
学
長
は
「
少
子

化
の
中
で
18
年
か
ら
18
歳
人

　
６
月
13
日
、
校
友
会
代
議

員
会
が
神
田
キ
ャ
ン
パ
ス
で

開
か
れ
た
。

　
全
国
か
ら
代
議
員
１
７
１

　
入
社
か
ら
10
年
間
ス
ポ
ー
ツ
ア

ナ
ウ
ン
サ
ー
と
し
て
実
況
放
送
に

携
わ
り
、
11
年
目
か
ら
は
ニ
ュ

ー
ス
番
組
を
担
当
。
現
在
は
夕

方
６
時
の
ニ
ュ
ー
ス
番
組
「RCC 

NEWS6

」
の
メ
イ
ン
キ
ャ
ス
タ
ー

と
し
て
活
躍
し
て
い
る
。

　
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
を
目
指
し
た
き

っ
か
け
は
、
小
学
２
年
生
の
時
、

広
島
東
洋
カ
ー
プ
が
リ
ー
グ
優

勝
。「
野
球
実
況

で
臨
場
感
が
伝
え

ら
れ
る
仕
事
っ
て

す
ご
い
な
」
と
思

っ
た
。
30
年
前
に

小
学
校
卒
業
時
に

埋
め
た
タ
イ
ム
カ

プ
セ
ル
に
も
「
ア

ナ
ウ
ン
サ
ー
に

な
る
こ
と
が
夢
」

と
書
い
て
い
る
。

　
中
学
、
高
校
で

は
体
育
系
の
部
活

動
に
専
念
。
い
ろ

い
ろ
な
経
験
を
し

た
方
が
良
い
と
思

い
、

あ

え

て

放

送
部
か
ら
遠
ざ

か
っ
た
。
大
学
で
は
放
送
研
究
会

に
所
属
。
研
究
会
と
し
て
の
活
動

以
外
に
他
大
学
と
の
交
流
会
も
あ

り
「
対
話
力
、
人
脈
づ

く
り
の
大
切
さ
」
を
学

び
、
何
よ
り
楽
し
か
っ

た
。
今
で
も
そ
の
人
脈

は
大
切
に
し
て
い
る
。

　
経
営
学
部
・
岡
田
和

秀
ゼ
ミ
の
テ
ー
マ
は

「
日
本
の
経
営
」
。「
と

て
つ
も
な
く
広
い
テ
ー

マ
で
、
自
由
に
活
動
が

で
き
た
」。
マ
ス
コ
ミ

と
情
報
通
信
産
業
に
興

味
が
あ
り
、
将
来
は
マ

ス
コ
ミ
の
放
送
業
界
と

通
信
は
か
な
り
近
づ
く

の
で
は
な
い
か
と
予
測

し
、
論
文
を
書
い
た
。

岡
田
教
授
か
ら
は
「
夢
を
持
っ
て

い
る
の
だ
っ
た
ら
、
チ
ャ
レ
ン
ジ

し
な
い
と
自
分
に
噓
を
つ
く
こ
と

に
な
る
よ
」
と
諭
さ
れ
た
。

　
就
職
活
動
で
は
、
関
東
、
関

西
、
東
海
の
キ
ー
局
を
受
け
、
地

元
の
中
国
放
送
に
決
ま
っ
た
。

　
入
局
19
年
目
の
現
在
は
、
ア
ナ

ウ
ン
ス
部
兼
報
道
部
と
い
う
立
場

か
ら
取
材
を
す
る
こ
と
も
多
い
。

取
材
の
柱
は
ス
ポ
ー
ツ
、
街
づ
く

り
、
医
療
、
県
政
。
そ
の
中
で
も

医
療
に
興
味
が
あ
り
、
ド
ク
タ
ー

ヘ
リ
導
入
の
必
要
性
を
感
じ
取
材

に
励
ん
で
き
た
。
取
材
が
ど
こ
ま

で
役
に
立
っ
た
か
分
か
ら
な
い

が
、
昨
年
よ
う
や
く
ド
ク
タ
ー
ヘ

リ
が
広
島
市
に
導
入
さ
れ
、
５
月

で
ち
ょ
う
ど
１
年
た
っ
た
。
今
後

は
、「
自
分
が
ニ
ュ
ー
ス
で
伝
え

て
い
る
こ
と
で
、
何
か
助
け
に
な

っ
た
と
思
わ
れ
る
方
が
一
人
で
も

多
く
増
え
る
よ
う
な
放
送
を
目
指

し
た
い
と
思
い
ま
す
」
。

　
校
友
会
広
島
支
部
の
活
動
に
も

積
極
的
だ
。

中
国
放
送
ア
ナ
ウ
ン
ス
部
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー

兼
報
道
制
作
局
報
道
部

小こ

林
ば
や
し

　
康

や

す

秀
ひ

で

さ
ん

（
平
８
経
営
）

夢を実現 医療問題精力取材

人
が
出
席
。
役
員
改
選
が
あ

り
、
第
13
代
校
友
会
長
に
小

宮
多
喜
次
氏
（
昭
40
法
、
元

東
京
消
防
庁
消
防
総
監
）
が

▲
　
あ
い
さ
つ
す
る
小
宮
新
会

長
と
新
役
員

◀
　
力
強
く
校
歌
斉
唱

就
任
し
た
。

　
議
事
で
は
２
０
１
４
年
度

の
事
業
報
告
・
決
算
報
告
・

監
査
報
告
と
、
15
年
度
事
業

計
画
案
・
予
算
案
を
満
場
一

致
で
承
認
。

　
甘
竹
秀
雄
第
12
代
会
長

（
昭
33
商
経
）
は
名
誉
会
長

に
就
任
し
た
。

▶
　
の
ぼ
り
を
立
て
、
お
そ
ろ
い
の
Ｔ
シ
ャ
ツ
で
集
合

　
校
友
会
誌
「
ア
ド
ニ
ス
72

号
」
が
７
月
15
日
に
刊
行
さ

れ
た
。
今
号
は
〈
わ
れ
ら
専

修
人
〉
に
、
日
本
特
殊
陶
業

社
長
の
尾
堂
真
一
さ
ん
（
昭

52
商
）
と
八
海
山
執
行
役
員

の
中
俣
善
也
さ
ん
（
平
４

商
）
が
登
場
。
ま
た
、
代
議

員
会
の
報
告
な
ど
を
掲
載
し

て
い
る
。

〈
岡
山
支
部
総
会
〉

▽
７
月
18
日
（
土
）
18
時
開

会
▽
Ｊ
Ｒ
岡
山
駅
か
ら
徒
歩

７
分
「
ピ
ュ
ア
リ
テ
ィ
ま
き

び
」
旴
横
田
好
雄
氏
☎
０
８

０
・
３
５
２
９
・
１
３
６
３

〈
熊
本
支
部
総
会
〉

▽
７
月
25
日
（
土
）
18
時
半

開
会
▽
Ｊ
Ｒ
熊
本
駅
か
ら
車

15
分
「
鶴
屋
百
貨
店
」
旴
園

田
賢
治
氏
☎
０
９
０
・
９
５

８
７
・
２
９
０
０

〈
会
計
人
会
総
会
〉

▽
７
月
27
日
（
月
）
19
時
10

分
開
会
▽
神
田
キ
ャ
ン
パ
ス

１
号
館
15
階
「
報
恩
の
間
」

旴
吉
田
伸
江
氏
☎
03
・
３
５

７
９
・
５
２
０
０

◇
旭
日
小
綬
章

秦
哲
美
氏
（
昭
29
商
経

地

方
自
治
功
労
）

辻
本
圭
三
氏
（
昭
42
法

弁

護
士
功
労
）

叙
勲
受
章
者

校
友
会
長
に
小
宮
氏

　
　
　
代
議
員
会
で
選
出

340
人 

親
交
深
め
る

 

15
年
定
時
総
会

「
ご
み
ゼ
ロ
・
ク
リ
ー
ン

　
　 

ウ
ォ
ー
ク
」に
参
加

校
友
会
広
島
支
部

育
友
会
広
島
支
部

ア
ド
ニ
ス
72
号
刊
行

の
支
援
の
お
礼
に
来
ま
し

た
」と
に
っ
こ
り
し
て
い
た
。

　
司
会
は
フ
リ
ー
ア
ナ
ウ
ン

サ
ー
の
日
髙
治
子
さ
ん
（
平

11
経
営
）
が
務
め
た
。

◀
　
談
笑
す
る
参
加
者

◀
　
野
球
部
の
齋
藤
監
督
（
中
央
）
も
壇
上
に


